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成したTutorial（技術解説書）を日本語に訳した資料のサンプルです。 

内容は次のようになります。 

 

  MIL-STD-1553   2-7ページ （正式版は全63ページ）） 
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  電話  ： 03-5921-5099 
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第1章 概要 
 

インタフェースの説明 
 

MIL-STD-1553は、データ・バス用の電気的及びプロトコル特性を定義する軍用標準で

す。データ・バスは、各種システム間のデータ及び情報の交換のための媒体を提供するた

めに使用されます。パソコンとOA業界がローカル・エリア・ネットワーク（LAN）と称す

るものに似ています。 

 

このガイドは、MIL-STD-1553データ・バス、その歴史、応用、及び使用を紹介します。

ガイドは、以下のことを叙述します。 

 

 バスを構成する物理的要素 

 メッセージ・フォーマット、ワードの型、並びにコマンド及びステータス・ワー

ドを含むプロトコル 

 リモート・ターミナル及びバス・コントローラの両視点からのステータス・ワー

ド・ビット及びモード・コマンドとその定義及び使用 

 バス・ロード、メジャー及びマイナー・フレーム・タイミング、及びエラー回復

のような問題 

 

加えて、このガイドは、各種試験計画を紹介し、GE Intelligent Platformsの

MIL-STD-1553製品ラインがあなたの試験及び応用の需要のいくつかをいかに解決できる

かを議論します。 

 

背景 
 

1950年代から1960年代、アビオニクスとして言及される航空電子装置は、単純なスタン

ドアロン・システムでした。航法、通信、航空管制、及びディスプレイは、アナログ・シ

ステムから成りました。しばしば、これらのシステムは、単一システムを形成するために

接続された多数のボックス、又はサブシステムから構成されました。システム内の各ボッ

クスは、ポイント・トゥー・ポイント配線で接続されました。信号は、主としてアナログ

電圧、シンクロ/レゾルバ信号、及びスイッチの接触から成りました。航空機内のこれらの

ボックスの位置は、オペレータの需要の機能、利用できるスペース、並びに機体重量及び

バランスの制約でした。システムが加われば加わるほど、コックピットはますます込み合

い、配線は複雑なものとなり、機体の総重量は増加しました。 

 

1960年代後半から1970年代前半までに、各システムが要求するブラック・ボックスの数

を減らすために、各システム間で情報を共有する必要性が生じました。例えば、方向及び

速度情報を提供する単一センサーは、航法システム、兵器システム、航空管制システム、

及びパイロットのディスプレイ・システムに該当データを提供し得ました（図1A参照）。 
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第1章 ARINC 429チュートリアル 
 

初めに 
 

 この文書は、ARINC 429と他のARINCプロトコルの概要を提供します。ARINC 429は、

商業機及び輸送機で最も一般的に使用されているデータ・バスです。この文書は、ARINC

社の起源、データ・バスの特性、ARINC 429がどこで使用されているかを説明します。そ

して、仕様で定義される主要電気及びデータ特性を要約します。 

 

 この文書は、ARINC 429の完全な説明ではありません。簡潔なチュートリアルとしての

み意図されており、ARINCから購入できる完全な仕様（コンタクト情報については、別紙

A、「参考文書」を参照。）に置き換わるものではありません。 

 

ARINC 429は、バイポーラRZフォーマットを使用する2線ツイスト・ペア上での32ビッ

ト・ワードの単方向送信を使用します。このチュートリアルは、スルー・タイムとビット・

タイミングを図示するチャートを含みます。各ワードにおける5部を叙述し、ラベルの使用

を説明します。メッセージは、メッセージのグループ又はフレームを送る典型的なアプリ

ケーションで指定された間隔で反復されます。事例は、BNR、BCD、ディスクリート・デ

ータのような一般に使用されるワード・フォーマット、及びその他のフォーマットに割り

当てられます。また、データのファイルを送信する改善された方法を提供するために導入

され、時折Williamsburgプロトコルと呼ばれる新しいビット指向プロトコルが説明されま

す。加えて、文書は、419、561、573、582、615、及び717のような他のARINC仕様の簡

単な説明を含みます。 

 

ARINC 429仕様への参照が頻繁に行われ、多くの例がそこから取られています。このチ

ュートリアルは、主題を紹介することを意図されています。より詳細を必要とする個人は、

ARINCから仕様のコピーを入手し、参考文書のリストで認められる他の情報源を考慮する

ことも考えるべきです。 

 

 この文書は、GE Intelligent Platformsにより、その従業員と顧客による利用のために準

備されています。GEは、アビオニクス・データ・バス用の試験、シミュレーション、及び

インターフェース製品の全サービス製造業者です。ハードウェアとソフトウェアは、バス

動作の分析及びシミュレートのために、データ・バス・メッセージを監視又はシミュレー

トするために使用できます。GE製品のフルラインについて学ぶためには、ナセルのWebサ

イトを訪問するか、電話又はFAXでコンタクトしてください。情報は、e-mail経由でも入手

できます。最新のコンタクト情報については、このマニュアルの最終ページを参照。詳細

なインストール及びユーザ・マニュアルが各製品に提供されており、デモ・ソフトウェア

は、無償で利用できます。 
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第1章 概要 
 

前史 
 

機上アビオニクス・サブシステム間の情報の移動は、決して重要ではなく、ここでは、

電子データ転送が以前よりも大きな役割を演じています。1988年のエアバスA320の商業機

サービスへのその導入以来、全電化フライバイワイヤ・システムは、新しい旅客機で使用

される唯一の制御システムとなりつつあるくらい、人気を得ています。 

 

しかし、高信頼性、高速通信等を必要とする機上の慣性プラットフォーム、通信システ

ム等、他のシステムのホストが存在します。特に制御システムとアビオニクスは、送信元

からタイムリーに受信機に配送される完全かつ最新のデータを有することに依存します。

安全性重視システムにとって、信頼できるリアルタイム通信リンクが不可欠です。 

 

そこが、AFDXが役立つところです。そのA380機の発展においてエアバスにより始めら

れたものは、アビオニクス全二重交換イーサネット、AFDXという用語を創り出しました。

AFDXは、高速データ伝送のような数多くの改善を、ホスト・エアフレームに関しては、

配線の著しい減少、それ故、配線と付随重量の減少をもたらしています。 

 

AFDXとは何か？ 
 

アビオニクス全二重交換イーサネット（Avionics Full DupleX Switched Ethernet、

AFDX）は、アビオニクス・サブシステム間のデータ交換用の電気及びプロトコル仕様を

定義する標準（IEEE 802.3及びARINC 664、第7部）です。その前身であるARINC 429よ

りも1千倍早く、エアバスにより導入されたオリジナルのAFDXの概念を確立しました。 

 

AFDXがそのように魅力的な技術である理由の1つは、1972年のその発端以来、断続的に

改善されている成熟した技術であるイーサネットに基づいていることです。実際、イーサ

ネットへの商業投資と進歩は、ARINC 429、MIL-STD-1553、及び他の専用データ通信技

術と比較して言えば、莫大なものです。 

 

 


